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鬼(1973)畠山崇撮影

しはり(1984)いわき市立美術館蔵委棄重男撮影

速水史朗は1927年に香川県仲多度郡多度津町に生まれた彫刻家で､その作品は日本

瓦の制作技法による独自の陶彫と石彫に大きく分けられま1.大地の中にある生命の根源

から発するような基本的な形を簡明にしかも強靭な構成の中に表現し､特に瓦による陶彫

は他に類を兄か､独自のもので､柔らかい曲面による有機的な形体を特徴としていますoま

た石彫では､剛健でしかも人間的で暖かいモニュメンタルな作品が多く､東京都府や国

立科学博物館など公共的なスペースに全国では140ヵ所を越えるモニュメントが設置され

ていますo

また1973年第1回彫刻の森美術館大賞展優秀賞をはじめとして､ 76年第5回神戸須磨

維官公樹現代彫刻展で束京都美術館賃､ 81年びわこ現代彫刻展､第2回-ンリー･ムア大

賞展で優秀賞､ 85年第11回現代日本彫刻展で京都国立近代美術館賞など野外彫刻展

を中心に数々の受賞歴があり､海外でもアメリカのワシントンにある--シュホーン美術館･

彫刻庭同､ニューヨークのネヴァ-ソン美術館などに作品が収蔵され､国際的な評価を

得ていま+oそして1996年には長年をかけて公共の施設空間を中心に作品を設置したこと

などが認められ､紫綬褒賞を受賞しました｡

本展は速水史朗の初めての本格的な展覧会で､大らかな大地から生まれる単純でプ

リミテイヴな形体の中に､土俗的な生命のエネルギーを感じさせる速水変朗の瓦､石彫な

ど90点余りの作品で構成するものでうう

しぼられたビラミット(1977)畠山崇撮影

KAWARA'76(1976)岐阜県実術館蔵石井直矢撮影
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